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適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 文化スポーツ室長　小林　恵太

目
的

概
要

　市内に設立されている2つの総合型地域スポーツクラブに対し、広報協力等の活動支援を行う。
　また、ENJOYスポーツかめ亀クラブにおいては、亀山市総合型地域スポーツクラブ育成補助金交付要綱に基づき、財政支援を
行う。（設立後5年間）

　身近な公共スポーツ施設や学校などを利用して多様なスポーツ機会を提供している総合型地域スポーツクラブの活動支援を
行うことで、市民一人ひとりが、それぞれのライフスタイルに応じて運動やスポーツ活動に積極的に取り組む機会の充実を図る。

２７年度

総コスト 2,327

一般財源 850 810

1,517 平均給与額×③
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総合判定
　Let’sスポーツわくわくらぶは、平成25年度にNPO法人格を取得し、自主運営が可能な体制が出来ており、カヌー教室
など魅力ある多種多様な教室やイベントを展開するなどして、順調に会員数を拡大し、市民の健康と体力の保持増進
に寄与した。
　ENJOYスポーツかめ亀クラブは、ヨガ教室やニュースポーツ教室など、誰でも参加しやすい教室事業を展開すること
で、スポーツ人口の裾野の拡大に寄与することができた。

Ｂ
まずまず進んだ

　Let'sスポーツわくわくらぶは、財源の確保を含め、安定した自主運営ができるよう助言・指導を行う必要がある。
　ENJOYスポーツかめ亀クラブは、市民の認知度が低く会員が少ないため、活動情報のPRに努め、魅力ある事業への取り組みを行う
などして、会員の更なる獲得を図る必要がある。

　Let'sスポーツわくわくらぶについては、活用できる助成金等の情報提供を行うとともに、安定運営に向けた助言・指導などの支援を行
う。
　ENJOYスポーツかめ亀クラブは、クラブの活動状況等を広くPRし、会員数の増加に向けた支援を行うとともに、魅力ある事業を実施
できるよう情報提供を行う。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額

総人件費 1,517
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年度計画 年度実績
総合型地域スポーツクラブの活動に対し、支援を行った。
＜Let'ｓスポーツわくわくらぶ＞■会員数　280名　■定期教室数　11教室（スイミング
3種・アクアビクス・ヨガ2種・ソフトテニス・バドミントン・カヌー・硬式テニス・ジュニアゴ
ルフ・ジュニア教室（複合種目）・健康運動）　■定期教室開催回数　240回　■イベン
ト開催数　7回（水泳記録会2回、ジュニア会員デイキャンプ1回、グラウンドゴルフ1
回、熊野古道ハイキング1回、スポーツフェスティバル1回、ジュニア会員クリスマス運
動会1回）　■延べ参加者数　4,774名（教室 4,416名、イベント 358名）
＜ENJOYスポーツかめ亀クラブ＞■会員数　195名　■定期教室数　5教室（ヨガ2
種・ニュースポーツ2種・ウォークラン）　■定期教室開催回数　70回　■イベント開催
数　8回（グラウンドゴルフ大会4回、スポーツイベント1回、ノルディックウォーキング
体験 3回）■延べ参加者数　2,691名
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翌年度への繰越額

その他 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債

国庫支出金 所要人員 0.20

人
件
費

総人件費 1,517
事業費 850 810 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額
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対象 市民
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施策の方向 02:地域のスポーツ活動の推進 項 保健体育費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 社会体育費

施
策
体
系

基本施策の大綱 04:生きがいを持てる福祉の展開 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 02:スポーツの推進 款 教育費

単位

Ｈ27(標準事業)
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計画コード 事業名 部名 市民文化部
19314-1 総合型地域スポーツクラブ育成事業 室名 文化振興局文化スポーツ室


